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市長市長とと子育てトーク子育てトーク
毎日の「うれしい」「たいへん」、そのまま聞かせてください毎日の「うれしい」「たいへん」、そのまま聞かせてください

問広報広聴課（☎内線2396）

　市民の皆さんのご意見やアイデアを広く聴くことを目的に、市民
と市長の対話集会を開催しました。
　市長が子育て支援施設を訪問し、子育て中の方々から、土浦での
子育てについての率直なご意見をお聴きしました。

さっそく始めました！さっそく始めました！

ご意見を受けて、土浦の子育て情報
を発信するInstagramアカウントを
開設しました。ぜひご覧ください。

Instagram▶ 
@tsuchiura_kosodate

SNSで子育ての情報発信を！
１月28日　子育て交流サロン「わらべ」

育休復帰後の保育園利用に不安…
１月29日　子育て交流サロン「のぞみ」

　子育て交流サロンや子育て支援センターのことを知らない人がた
くさんいます。子育て支援ガイドブックには載っていますが、今は
子連れで行ける場所を探す時にSNSを利用する人が多いので、そろ
そろ家以外で過ごしたいなと思うタイミングで、ここが周知される
ようなやり方があったらいいなと思いました。
　あと、おやつや食事のルール、スタッフがいる日、利用時間など
が施設ごとに違うので調べるのが大変でした。SNSなどで周知して
もらえると使いやすくなると思います。

　育児休暇から復帰したら子どもを保育園に通わせる予定ですが、
入園した月のうちに職場復帰をしなければいけないことになってい
ます。保育園に通えるか不安があるので、例えば復帰する期限を翌
月の１日にするなど、配慮をしてもらえると助かります。
　また、時短で勤務するので経済的な負担を感じています。もう少
し保育料を減額してほしいと思っています。

　市からの情報発信は、広報つちうらやホームページ、SNS、子育
て支援ガイドブック、窓口チラシなどの方法を使っています。
　私たちも、何とか皆さんに情報をお届けしたいと思っています。
　お話を聞いて、皆さんが普段Instagramなどから情報を得てい
ることや、皆さんが知りたいと思っている情報について知ること
ができました。貴重なご意見として、反映したいと思います。

　通常だと２週間程度の慣らし保育終了後、月末までに復職してい
ただいています。慣らし保育の延長のために復職日の変更が必要に
なった場合には、復職期限を延長することが可能ですので、心配な
さらずご相談ください。
　市長就任の際、保育料を見直し、近隣の市町村より保育料を安く
しました。物価高騰の影響などもありますので、今後必要に応じて
見直しを行っていきます。また、０～２歳児の保育無償化について、
さまざまな形で国に要望しています。私たちも皆さんと同じ気持ち
でいますので、これからもできることをがんばっていきます。
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市長さんとお話しできる機会はなかなかないので、お話しでき
てよかったです。自分のアイデアを真摯に受け止めてくださっ
たので、参加してよかったです。

子育て交流サロン「わらべ」子育て交流サロン「わらべ」 子育て交流サロン「のぞみ」子育て交流サロン「のぞみ」

ポプラ児童館ポプラ児童館

対話集会に参加して

これからワクワクしながら土浦で子育てができる未来があると
思いました。子どもも自分と同じくこの土浦で生まれ、育って
いきます。魅力ある土浦がずっと続くように願っています。

保育所の制服・帽子って必要？
２月９日　ポプラ児童館

そのほかこんな話題が出ました

　子育て中のお母さん・お父さんから、現在のお困りご
とやこれから市に期待することなど、具体的なお話を聞
くことができてとても参考になりました。
　若い世代の皆さんに、「子育てするなら土浦！」「ずっと
住み続けたい！」と実感していただけるよう、これから
も子育て世代の皆さんを全力で応援し、安心して子ども
を生み、育てられる環境づくりを進めてまいります。

土浦市長　安藤 真理子

「はいはいレース」を開催しては？産後ケア事業を充実させてほしい

このほかのご意見は、ホームページでご覧いただけます。▶

　子どもが公立の保育所に通所しています。スマホアプリで子どもの
様子を見られたり、給食の主食や昼寝用の布団をご用意いただいて、
すごく助かっています。
　ひとつ疑問なのですが、保育所の制服は本当に必要でしょうか？
また、帽子も進級するごとに色が変わるので、買い替える必要が生じ
ます。同じ帽子の色ではいけないのでしょうか。

　保育所のさまざまな制度を見直して、気持ちよく子育てできる環境づくりに取
り組んでいます。
　制服について、公立の認定こども園では既に制服がなく、同様に公立保育所に
おいても改善を検討しています。帽子については、色が変わることが成長の証と
なっている一面もあります。進級して帽子が変わることを喜ぶ子どもたちの気持
ちに寄り添い、現状のまま運用していこうと考えています。


